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研究力向上へ向けた政策展開

• 研究力低下問題は既に第5期基本計画でも（その前から
も）指摘されてきた。

–残念ながら改善成果は十分に得られてこなかった（論文数の国際
ランクはさらに低下。40歳未満の本務教員割合も低下）。

• 第6期基本計画では、複数の施策・事業群を一体化した総
合的な政策展開。

–研究力強化・若手研究者支援総合パッケージ

➢「次世代研究者挑戦的研究プログラム」「大学フェローシップ創設事
業」等による博士後期課程学生の財政支援

➢「創発的研究支援事業」等による優れた若手研究者支援

➢その他にも様々な既存・拡充事業(バイアウト、URA質保証、施設・設備の共用、、、）

– 10兆円規模の大学ファンド

–地域中核・特色ある研究大学総合振興パッケージ
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政策の進捗・効果のモニタリング

• CSTIでは評価専門調査会を活用して、基本計画の進捗や効果を確認し
ていく予定

–政策パッケージや分野別戦略のフォローアップの結果を踏まえて検
討していく予定（第142回調査会資料より）。
→議論に必要なエビデンス（＝政策の有効性に関する実証研究）が
必要になる（べき）。
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学術・大学側からの検討

• 日本学術会議でも改めて、学
術の立場（研究現場の当事者
の立場）から5年程度をかけ
て研究力低下問題を議論

–モニタリング等でも、各分
野・セクター／大学種別の実
態情報は、日本学術会議から
上がってくるであろう。
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STI政策研究者は何を提示できるか

• STI政策研究者が何を提示できるのか

–これまでもNISTEPをはじめとして行政府・資金配分機関のシン
クタンクは、政策立案に必要なデータは提示してきた。

–より深い構造的検討や実証的分析が、さらに求められるのではな
いか。

➢本当の課題は何か（制度的・文化的前提を置かない省察）

➢どのような政策・施策がその課題を解決しうるのか・そのメカニズムは
何か

➢いかにそれを実証しうるか
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ご報告者

中堅・若手の研究者の方々にご登壇をお願いした。

1. 長根（齋藤）裕美
千葉大学大学院社会科学研究院教授

2. 福本江利子
広島大学大学院人間社会科学研究科特任助教

3. 小泉秀人
一橋大学イノベーション研究センター特任講師

4. 小泉周
自然科学研究機構特任教授
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セッションの流れ

• 講演者から各10分程度のご報告

–質問がある場合は講演中にQ&Aに記入してください。

• ディスカッション 35分
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ディスカッション
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研究力強化への処方箋を実効性あるものとする
ために、どうすればよいか

• いま行政府（あるいは大学等でも）に提言するとすれば何か。

–第6期計画の政策群で改善が期待できると思うか？

➢現時点で不十分な施策・事業、あるいはそれ以外の要素があ
るか？

（そもそも「研究力低下」という問題設定自体が正しいか）

–エビデンスに基づく政策検討のありかたはどうあるべき
か？

➢研究者からみて「確実な」エビデンスが作れる？ そうでな
い場合の体制のあり方？
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